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現代アメリカ農業の資本主義的性格

u. s. CenSl1S of Agriculture， 1959の分析 (1)←ー

中野一新

はじめに

(1) 問題の限定

現在，資本主義諸国において急速に深化しつつある「農業危機」を前に，農

業の現状と将来をめぐって，マノレグス主義者，非マノレグス主義者をとわずさま

ざまな見解が提起され，無数の論争が国際的にも園内的にも展開されている。

これら現代資本主義社会における農業の諸問題をめぐるいりくんだ論争は，究

極のところ，現代農業の進化の方向・型・性格・法則とはなにかという問に帰

着する。さらにその核心は，今日，資本主義社会の農業は，資本主義的進化の

道をなおたどりつつあるのか，それとも他の何ものかに向いつつあるのか，と

いう間にあわいわばかの小農論争"以来の問題の新段階における再燃である

とも、ってよい。

われわれの分析の課題は，現代アメりカ合衆国農業の実態の考察を通して，

この間に答えるための実証作業の一歩をすすめることにある。

かつて vーニ Yは論文「農業における資本主義の発展法則についての新資

料，第一分冊，アメリカ合衆国における資本主義と農業」勾(以下「新資料」と略〉

1) 周知のように.19世紀末から20世紀初頭にかけて，資本主義社会における農業の進化の法則を
め守り，国際的な士論争が行われた。ヵウツキ はじめマルグスの理論をうけつ<:r正統派」に
対し. E ダピッド. c. H プルガコフ. F ヘルツ.M ヘヒト，耳目 H ギンメルなど一
連のいわゆる「小農論者」は マルクスの農業理論を批判して，農業における小経営を讃美し，
大経営に対する小経営の「憧越性」を主張した。彼ιは農業における資本主義の一般法則そ否正
しz あたかも農業は白知的影響力が大き<. r収種逓減の法則」によって発展するとかJ 小腔営
の方が勤勉や節約により持久力があるので，資本主義的大経営は崩壊し，小規模な勤労的農業が
玄配附になりつつあると主張した。 レーニソは「農聾澗題と 『マJレグス批判京~J (rνーニソ
全集」第5巻所収).その他多くの農業諸問題関係の論士で.r小島論jを徹底的に批判しており，
「新資料」もその代表的な論士のびとつである。
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において， 1900年と 1910年のセンサコえを素材にアメリカ農業の資本主義的発展

の傾向を検出L 当時のいわゆる「小農論者JH.H.ギンメノレによるアメリカ

農業の非資本主義的進化論を徹底的に批判した。その際， レー=:/は結論壱次

の五つの命題に集約している。① アメリカ農業の進化の過程で賃労働の使用

が増大してお町，⑧機械の使用もまたたゆみなく前進している。しかし，③

農業生産は，地域や農耕土の特殊性あるいは時代の特殊性により，不均等に発

展している o (とくに商業的農業の成長が著しい。)④ 牛産の集積・集中壱つ

うじて小経営は犬経営に駆逐され，資本主義の一般法則が貫徹している。⑤

農業の資本主義化がもっとも進んでいる東北部が，アメリカ農業の最先進地域

である。

ところで半世紀を経過した現在， レーェ yによって検出された法則は，なお

アメリカ農業を規定しているだろうか。

今日では，農業の非資本主義的進化論が新たな論拠と装いで登場し，わが国

では漸次支配的となりつつある。その代表者の一人と目される大内力教授によ

って，右の聞に対する一つの回答が提出されている竺大内教授の見解を簡単

に要約すると ιうである。現代のアメリカ農業においては，① 賃労働者は次

第に駆逐され，家族農場 (fami1y farm)経営が支配的になりつつある。しかし，

⑧ 農業の機械化は急速に進んでし 1るo これによって賃労働者の駆逐は一

層促進される。③ 機械化による農業生産の発展過程で地域的な特殊性がうす

れ，全国的に均質化していっている。④ 以上三点の特徴は，帝国主義段階と

いう時代的制約に規定されたものであり，要するに，現代のアメリカ農業では

資本主義の一般法目IJは貫徹じていない。また，⑤ 家族農場経営が支配的な中

西部こそがアメリヵ農業の典型であり.農業生産の最先進地域である。

みられるように，大内教授にあっては， レーニンによる一般法則的見地は，

2) B. 11. JJeHHH. HOBl:.!e l¥aHllbJe 0 JaKOHax p33BHTlffi Ka即時四3MaB 3e町四日間r.KaOMTaJIH3M泊
3eMJIe)leJIMe B C出 A，Co聞出刷fl，4-e "'3)1.， T. 22，邦訳「レーユγ全集J第22巻。この著作の準備
資料が TeTpa皿 noar凹pHOMysorrp田 y1900-1916， Co'tu出川叫 4-e113)1.， T. 40， CTp.419-488邦
訳「レ ニγ全軍.J第40巻， ::176-456ベージに所収。
3) 大内力「アメリカ農業論」昭和40年。
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現代アメリカ農業において現実性をもたないものとして，完全に否定し去られ

たのである。はたして大内教授の見解は正しいであろうか。この点を判定する

ためには，なによりもまず事実をして語らせるほかはない。

いうまでもなく，今日の「農業危機」・農業の運動法則の全体としての解明

は，現代資本主義についての全構造的視野からでなければ不可能である。ここ

ではさしあたり素材を，1959年アメりカ合衆同農業セソサスJ (江 s.Ce削?の

ザ Ag'l'ic'ltltwre，1959，以下叩59Ce削制止略〕 にとり，視野を農業内部に限定し

て分析を進めたい。したがって，そこから得られる結論は当然きわめて限定さ

れたものであれ一定の抽象性をもつものであろう。しかし，こうした検討は

現代農業の運動法則を解明するための欠かすことのできない基礎作業である。

以下われわれの報告は，次のようなものとなるは Fである。 I節ではできる

だけ簡単にアメりカの三大地方とその九地域の一般的特徹づけをおこなう。 E

節では賃労働者の使用について検討し1II節では機械化の進展と農業の集約化

の過程を考察する(以上本稿)0 W~百節では農業生産の不均等な発展， とりわ

け，集約的・商業的農業の急連な成長過程を分析し，最後に刊節で，農業生産

の発展全体をつうじて大経営が小経営を駆逐し，生産の集積・集中を強めてい

る事実を総括する(以上次稿)。

(2) 資料とその限界

具体的分析に入るに先だって，資料の性格とその限界を明らかにしておきた

し、。

ここでとり上げるのは，1959年アメリヵ合衆国農業セ Yサス|である。

レ ユ yの時代以来，アメリカ農業セユノサスで最も興味をひくのは次の三分

類←一一① 農場規模 (s田 offarm)目Ij分類，⑧ 農場の型 (typeof farm)別分

類，③経済階層 (economicclass)別分類ーーの比較・対照であるへとくに，

第二E第三の分類は非常に意義がある。第二の分類は各農産物による農業の進

化の型・特徴を正確に比較できる。第三の分類は，アメリカのように作物や地

，) ①は土地面積.(2)はギ要販売農産物，③は農産物販売額を各々 基準に分類している。
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域により集約度が大きく異なり，土地面積別分類では農場の規模をE確に表現

できない国では，きわめて重要である。さらに，セゾサスはアメリヵ壱三大地

方と九地域に色分しているので，各地域の比較が可能である。本稿では，アメ

リカ農業の進化の過程を正確に表現する第二，第三の分類方法と地域別分類方

法を採用する。

他の資本主義諸国にくらべすぐれた点の多いアメリカ農業センザスにも多く

の欠陥があるが，ここでの分析に必要なかぎりで指摘をしておく。第ーは，大

経営の分類が不十分な点である。農産物販売額4万ドル以上の農場，賃労働者

10人以上雇用の農場， トラクター 5台以上所有の農場は一括して分類されてい

る。第二に， 1959年セyサスは各種の統計上の定義変更を行ったので， 1954年

以前のセ Yサスとの直接比較が困難になった(と〈に「農場j の定義変更による

お2万農場の脱落)町。 第三に一般的な農業機械の統計はあるが， 農産物ごとの

特殊な農業機棋の統計がないため，機械化の正確な状況が把握できなし、。

なお， 1959年センサスで不十分な点は Ag円 oultural 5臼tzstics，1959， Ag-

円cultu-ral5師tistics.1960 の諸資料で補うことにしたし刊。

I 三大地方とその丸地域の一般的特徴づけー-1910年と1959年

広大な面積をもち，園内各地り自然条件・経済条件が著しく多様なアメリカ

では，農業の発展傾向を特徴づけるために，経営形態の異なる主要な地域を個

々別々に分析することが無条件に必要である。

アメ Dカ農業セY十スは，圏内を北部・南部・西部の三大地方に大別し，さ

らに，それぞfれを九地域に亜区分する分類方法を採用してしι。本稿では叙述

を簡明にするために，特徴の類似した地域を一括し，以下の五地域に区分する。

一一北部はニ与一・イ Yグラ Y ドと大西洋岸中部諸州をあわせた東北部し中

部北東諸州と中部北西諸州をあわせた中西部の二地域。南部は三地域(犬西洋

5) 1959 Ce剛山.}l. XXVl 

6) U. S. Depart工DElUtof Agriculture， Agric叫tu叫 tStatistic.s.l059. Wash.， 1960; Agricultural 
Statistics，1960， Wash.， 1961 両資料で最近における機械や賃労働者数の毎午の変化壱補える。
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岸南部諸州，中部南東諸州，中部南西諸州)をひとまとめにする。西部は山地諸州

と太平洋岸諸針!の三地域，ただし後者はハワイ，アラスカ両州をのぞく一一。

Vーニ Yは1900年および1910年センサスη を分析し-(， ιの三大地方を「工

業的な北部， かつての奴隷制の南部， および植民されつつある西部J"と呼ん

だ。その後の半世紀聞に，アメリヵ農業が種々の重要な変化をとげたにもかか

わらず，レーニンのこの規定は今日なお三犬地方の基本的特徴壱表現している。

主ず最初に， 1910年と 1959年の三大地方の一般的特徴を，のちの実証的分析の

結論争もある程度先どりするかたちで概括しておこう n

アメリカで最も古くから工業の発達していた北部は， 農業でも優位を占め

1910年にはアメリカ農業総生産の約6割を集中していた。現在でも農業生産の

半分を担い，依然としてアメリカ農業における重要な位置を占めている。しか

し，北部の中でも東北部と中西部の農業生産に占める地位は，過去半世紀聞に

大きく変ったo

東北部は，かつてレーュ yによって与えられた，最も工業的であると同時に

集約的・資本主義的農業の最先進地域としての特徴を半世紀後の今日，穀作が少

なし野菜，酪農などの集約的・商業的農業が支配的であるという限りで，なお

保持している。しかしs農業生産に占める比重はもはや一割に満たない (7.5悌)。

中西部は，アメリカの総土地面積の34%，総農場の約40%，穀類を中心に農業

生産の40%強が集中し ζおり，その意味で今なおアメリカ農業の一大中心地で

あり， レ-="/の時代同様アメリカの「穀倉」地帯であるとともに，粗放的農

業の典型的な地域でもある。

南部は vーニγによって奴隷制の経済的遺制が多く残存し，農業の資本主

義化が最も遅れている地方と規定されたが，今なお農業発展の後進地域である。

もちろん同じ南部でも地域により農業の発展程度はかなり異なるが"， 全体と

7) Department of the Interior， Ti叫 1ftkC帥 S附 01the United 5tates， 1900， Wash.， 1902; 
Department of Commerce， Tkirfeenth Ce間山 01the U制 tedStates， 1910， Wash.， 1913 
8) レ←ユγ 『新資料J8ベージ。
9) 南部の代表乍物=綿花色外にも，大西洋岸南部誇州のタパ'.フロリダ州の野菜果物生産な
E早くから集約的農業も発展している。
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しては綿花を中心に少数の大プランテーγ ヨ yと圧倒的多数の零細経営から成

りたっている。アメリカの農場総数の4割以上が集中しているのに，土地面積

と農業生産はともに3割前後しか集中しておらず，南部農業の零細性を示して

いる。しかし，近年の南部の工業化と農業の急連な機械化は，奴隷制的大プラ

ンテ← VョYとその基礎をなすジヱア・グロツバー (share-cropper) を急速に

駆逐し始めている。

最後に西部は v ニY によって「植民されつつある西部」・「自由な西部」

と規定されたように，ホ ムステッド法 (HomestcadAct)叫によってほとんど

無償で土地を占取できた地方である。封建的な関係がほとんどなし歴史的に

みて豊富で自由な土地をもっとの地方，とりわけ山地諸州は粗放的農業の典型

地域である。 1920年代までにいわゆる西漸運動 (WestwardMovement)は大体

完了したが，現在でも相対的に地価は安〈大経営が多い。しかし，同じ西部で

も二つの地域の農業発展の形態は全く異なる。

山地諸州は広大な面積壱利用した放牧農場 (ranch)が中心で，全国のわずか

4%にあたる農場が総土地面積の約4分の lを集中しており，組放的な大経営

が圧倒的に多い。

カリフォノレニアを中心とした太平洋岸諸州は， レーエ Yの時代にすでに資本

主義経営の地域であった。この地域は第二次大戦を契機とする太平洋岸への大

工業の進出とそれによる都市の急速な発達，運輸手段・冷凍技術の発達による

東部市場への進出などによれ農業生産は急速に成長した。後に見るように，

今や商業的農業を中心としたこの地域は，東北部を完全に追い抜き，アメリカ，

否，全世界で農業の資本主義化の最も進んだ地域になっている。

E アメリ力農業の資本主義的性格一一賃労働者の使用一一

アメリカの三大地方とその九地域の一般的特徴を概観したので，次にその経

10) 政府が無償かあるいは名目的な代価を左って分譲する地所で，大部分ー農場当り 160エーカー
くアらいの規模である。
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済学的観点からする内容を具体的資料にもとづき検討することができる o

まず賃労働の分析からはじめよう。機械・肥料などの資料はし、ずれも農業に

おける資本主義的関係の間接的な指標であるが，賃労働者の使用はその最も直

接的な指標であり， I農業における資本主義の主要な標識Jll)である。資本主義

的生産関係の最も本質的な特徴である賃労働が現代アメリカ農業でどれ程に使

用されているか壱明らかにすることは，アメリカ農業の進化の性情・方向を解

明する上で決定的に重要である。

(1) 農業生産の賃労働者への依存の増大

最初に賃労働者の動向をみておこう(第 l表)，アメリカの総人円および有業人

口は，西欧にくらべて急速に増加しており，との宵年聞に人口は3，144方人から

17，932方人へ1-:6倍近〈になっている。これに対して農業従事者(賃労働者と家

族労働者を含む)は，レーエ

γの分析した1910年をピー

クに減少しており，現在で

は当時の半分以下(409万人)

である。総人口に占める農

業従事者の割合は， 1860年

には約200/0だったが，年々

減少し百年後の現在ではわ

ずか2%にすぎない。総有

業人口に対する割合も1860

年には約60%を占め，農莱

第1表農業従事者の年次別変化
〔単位万人)

年度 mF|賢351量主♂Icf A I cfB 
1860 3144 1053 621 

190D 7599 2907 1091 

1910 9197 3737 1159 

1920 10571 1213 1145 

1930 12278 4田3 1047 

1930 12278 4859 1016 

1940 13167 5174 883 

1950 15133 5902 686 

1959 17932 6799 胡9

1959年セソサス， p.229より作成。
1930年以前は10歳以上の人。
1930年以降は14歳以上の人。

19_75る 5R_9% 

14，4 37.5 

12.6 31.0 

10.8 27.0 

呂.5 21.4 

8.3 20.9 

6.7 17.1 

4.5 11.6 

2.3 6.0 

がまさに支配的な産業であったが，現在ではその10分の 1にすぎなくなれ農

工間不均等発展の事実が示されている。

1920年代を境に，農業従事者数は絶対的にも減少しだしたが，その理由は，

第一に，フロ Vティ 7 ・ライ Yが1890午頃に消滅し，また西部の「自由な土地J

11) νーニン「新資料J109ページ。
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も1920年頃までに消滅したために，耕地の拡大が制約されてきたからである。

第三の理由は (m節で詳述するが)第一次大戦後， とりわけ1920年代における

農業の急速なモーター化 (mo旬rization)の現象である。農業の機械化，急速な

有機的構成の高度化は，土地拡大の制約とあいまって，農業従事者数の絶対的

な減少へ導く己ととなった。しかし，このような農業における有機的構成の高

度化にともなう可変資本の絶対的減少は，農業の資本主義的発展とそれ自体な

んら矛盾するものではなしJ九

では，農業従事者数は絶対的に減少しているが，そのなかに占める賃労働者問

主家族労働者の関係はどうであろうか(第2表)。最近20年間賃労働者数は減少

してきているが，家族労働者の減少がきわめて激しし農業従事者中に占める

第2表賃労働者数の年次別変化
〈単位万人)

z曹司璽需許μ:
1945 1000 788 212 21.2% 

1950 993 760 233 23.5 

1954 864 658 206 23.8 

1955 836 635 202 24.2 

1956 782 590 192 24.6 

1957 758 568 190 25.1 

1958 753 557 196 26.0 

1959 738 546 193 26.2 

Agricultural Statistics， 1960， p. 453， 651表
土り作成。

賃労働者の比重は一貫して増加して

おり，農業生産ではたす賃努働岩の

役割は年々大きくなっている o この

事実は，賃労働者の絶対数の減少に

もかかわらず，全体としてアメリカ

農業の内部に資本主義的関係が拡大

しつつあるこを思わせる。

ではこれを地域的にみればどうで

あろうか。賃労働者と家族労働者の

関係をこの点で比較すると(第3表). 

太平洋岸諸州が賃労働者の比率44%

で首位をしめ，なかでも集約的商業作物を栽培しているカりフォノレニア州は57

%で，農業労働の半分以上を賃労働に依存している。集約的な東北部のニュー・

12) マルグス「資本論」第3巻，菅木喜眉版. 896-897ベ】ジ。なお，この点についてはj 二見明

「現代アメリカ農業の構造J昭和40年.41-42ベータ審問ロ
13) 1959年セγサスでは農業労働者を常雇(l"egularhired workers，年間160日以上雇用されてL、
る者〕左季節雇 (seasonalhired workers， 150日未満しか雇用されていなu、者)に分煩し』両者
を合せて賃骨働者 (hiredworkers) と呼んでいるが， ここでは賃労働者を中心に分析を進め
る。
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イγグランドは36%でこれにつづいている。さきに，近年最も農業生産の伸び

の著しい地域として特徴づけた太平洋岸諸州の「先進性」の内容が，実は資本

主義的発展における先進性であ

ることがわかる。と同時に，か

つてレ-~:/の時代に最先進地

域であった東北部から，その地

位を前者に譲ったことが示され

る。

これと対照的に，大内教授の

論拠となった家族農場経営の本

第3表賃労働者の比重 (単位万人)

孟設斗量雲間霊童書矯胃有石工:
北東北部 品目 350 I 139 I 28.4 % 

部中西部 2365 I 2072 I 294 I 12.4 

南部い7，21.1腕い59I 31.2 

品42;(剖1;;[ニ
1959年センサス p.30Bより作成。

拠地中西部は12%で賃労働者がもっとも少ない。

さきの全国的趨勢と結ひつけて考察する時，そこに導雪出される結論はこう

である。ー←農工聞の不均等発展によれ農業生産に雇用される賃労働者の総

数は年々減少しているが，同時に，この過程で農業労働全体に占める賃労働者

の割合は増加しており，総じてアメリカ農業では資本主義的関係は拡大してい

る。そしてこの傾向は，太平洋岸諸州とニュー・イ Y グラ γ ド，特に近年農業

生産の成長の最も著しい前者において主導されている。

第4表賃労働者および常雇の分布

忌布¥l農場数1;翠動|常雇数
総 数 日0.0 I 1問。 l100.0

1 (4万ドノレ以り 28 35.1 46.9 

II (2万ドル- ) 5.7 17.3 19.6 

ill(l万ドノレ- ) 13.0 17.7 16.4 

N (5千 Vノレ- ) 17.6 13.4 8.9 

V (2'00ドル-) 16.7 8.3 3.9 

VI (50ドノレ~ 9.4 2.0 05 

その自也 34.9 6.3 3.6 

1959年センサス， p. 236より作成。

(2) 賃労働者の集積・集中

資本主義的関係の拡大傾向壱さ

らに集積・集中の面から分析する。

〔経済階層別] まず最初に，

経済階層別叫に賃労働者と常雇の

集積・集中の状況を概観しておι

う(第4表)。農産物を 4方 1りレ以

上販売する少数の大経営 (2.8%)

に賃労働者全体 (158.4万人)の35%，

常雇総数 (70万人)の47%が集中
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しており 2万ドノレ以上販売するグラス IとEの農場 (8.5'70)には賃労働者の

5割以上，また常雇の 6割以上が集中している。逆に，総農場の 4割以上壱占め

る250Uドノレ未満の小農場では賃労働者総数の 8'70しか雇用しておらず，少数の

大経営による賃労働者の大半の集中と，大経営の資本主義的性格を確認できる。

〔地域別〕 賃労働者の集積・集中の状況は，雇用人数別に各農場壱検討.，

ると一層明瞭になる。まず第5表で地域ごとの比較から始めよう。ここに示さ

各地域における農場と賃労働者の雇用人数別分布

判
合衆国岡:了間ï~:î.1 ぶには:[24.4人
北同北部 lニ日:::l竺 I.~;:日:::[ïi::h:::1 21.1
-ぷ[i:::;1日1;:1ミド;;jff

部ょ::~Ii:~H恒三 lι:; ド:;|236
山地主ニli;;::1引 ii:~...1.2~:i..I..ï~:~I.i~::1 25 . 1

部|一出品:川 ~~~h2 出ムお5
1959年セソザス pp.236-213より作成。
ホ 賃労働者10人以上雇う農場のー農場当り平均雇用者数。

14) 1959年センザスは，アメリカの全農場を「商業的農場 (commercialfarms) Jと「その他の農
場 (otherfarms) J 2とに分類してし唱。前者 (241.6方農場)は農産物販売額2500ドル以上の農場，
または販売額50-2499ドルで 経営主が65歳以下j 経営主の最外労働目数が100日未満で，かっ
家族の轟外所得が農産物販売額よめ小きい羅場をb叶。との商業的農場は 農産物販売額に上勺
て，さら6こ6つの経済階層 (economicclass)に分類されてし唱。グラス Iは販売額40，000Vノレ
以十ての農場 グラスEは20.000--39.999ドル グラスEは10.000-19.999ドル， グラスNは5.000
-9.999ドル，クラス Vは2.500-4，999F Iレまでの農場，クラス¥lはそれ以外の商業的農場である
(1959 Cc叩 S，pp. 1191-92曇照〕。
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れる第一の特徴は， 全国農場総数のわずか0.60/0を占める2.4万の大農場が賃労

働者総数の370/0を集中し，賃労働者を 5人以上雇う1.60/0の農場 (6.2万)が賃労

働者の半数以上を集中し亡し、ことである。これを地域別にみると，西部の三地

域(農場総数の 9%)では，賃労働者の170/0を集中しており，農場数に比して賃

労働者の占める割合がもっとも高く， 南部がこれにつづいている (440/0の農場

一一54'}もの賃労働者〉。 農場総数の約400/0を占め志中西部は，賃労働者争190/0し

か雇用しておらず，賃労働者の果す役割は他地域に〈らベて非常に小さい。さ

らに，雇用人数別に検討すると，太平洋岸諸州では10人以上雇う1.70/0の農場が，

賃労働者総数の半数以上 (53%)を集中しており， これにつづくのが， 少数の

大プラ γテーγ 三 γの存在する南部 (0.9%の農場が42ず0の賃労働者壱集中) と，

粗放的資本主義経営の多い山地諮州 (1.0%の農場が40ず0の賃労働者を集中)であ

る。家族農場の多い中西部では，賃労働者を多数雇用する農場の比重が小さい

が， この地域でさえ 5人以上雇用する農場 (0.4%)が賃労働者の約4分の 1

(23%)を集中してし、ることは重要である。さらに，州別に比較すると，一州で

全国の賃労働者総数の 90/0を使用しているカリフォノレニアでは10人以上雇用す

る 2.8l}もの農場が賃労働者の58~も， フロリダでは2.40/0の農場が賃労働者の620/0

壱雇用してし、る。南部の大プラ yテ一、ノョン農場の中心地ミシジッピーでは，

わずか1.60/0の農場が賃労働者の651:)もを集中してし情。

以上のように各地域，とりわけ集約的な地域におい亡，少数の大経営者が賃

労働者を完全に集中しており，乙れらの経営が資本主義的大経営でトあることは

明白 Cある。

第5表の示「第二の特徴は， 10人以上雇用する農場では平均20~29人の賃労

働者を雇っており カりフォノレヱア州は30人，フロリダ州では31人 セン

十ス資料壱つうじても，アメリカ各地に資本主義的大経営巷析出できる n

だが第三の特徴は，小規模な家族経営が典型的な中丙部および零細経営の多

山南部では，賃労働者を全〈雇用じない農場が85~880/0の多数にのぼることで

ある。こ止に中西部では970/0までが賃労働者を全く雇用しないか 1人だけを
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雇用する農場であれ賃労働者の4割以上が1人雇う農場に集中している。

〔農場の型別〕 地域別の考察につづいて， 第6表で農場の型向ごとに集

積・集中の状況を検討しよう。

一「知一辺 賃労働者を雇う農場および賃労働者数

|総数10人11人12-4人日ぺ位|本

向山二[i~~:~ 一 h~'~[i;::h~~[19.5人36.9 I 37.1 I 10.8 I 15.2 

商綿花出品~.~ [78.9I;'~[山:h::;[26.0
業野菜[.Il[!'k~:~~~[~削 :[.6ブ :.;[I~:hi~ ド :[35.6
作働 100.0I - I 2.7 I 9.8 I 12.5 I 75.0 

物果物 l二羽山~[1~:i[:::~h::; 45 24.8 100.0 一一-I 7.1 I 18.6 I 16.2 58.1 
農場数 100.0 

畜酪良 9:o1185 
賃労働者数1日0.0 一一一 35.7 43.3 I 12.0 

司ニ場数
11.8 5.4 0.7 0.3 

産 39.0 18.7 
働者数100.0 一一一 35.0 12.5 13.5 

1959年セγサス， p. 269より作成ヤ
キ 賃労働者10人以上雇う農場のー農場当り平均雇用者数。

まず第一に，商業作物における大農場の存在と顕著な賃労働の集積・集中で

ある。綿花農場では10人以上雇う8，500の大農場(3.5<;;も)が賃労働者の65%を集
中しており，野菜農場は6.7%の大経営 (1，470農場)が賃労働者の75%壱，果物
15) 1959年センサスでは商業的農場(註14で説明)をj 販売農産物を基準にして，次の12の型の農
場に分類している 商業的穀作(Cash-grain)，タパョ，綿花その他の畑作 (Otherfi.eld crop) 
野菜，果物，酪農，家禽，内畜(畜舎飼育)，牧畜 (Livestockranches，放牧).普通作(GeneraI)，
種々のもの (Miscellaneous)の各畳場である (1959Census， p. xxxv， pp. 1248-49参照)。以
下では叡述を簡明にするため! アメリカの代表的な 6つの型の農場一一商業的穀作， 綿花， 野
某，果物1 酪農z 同音一一ーを中心に検討するが，この方法は，アメリカ農業の一般的傾向を把握
するのには何ら支障とならなu、。
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農場は4.50/0の大経営 (2，750農場)が580/0壱集中している。 他方， 大内教授が

「最先進地域」と主張する中西部に多い粗放的な商業的穀作や肉畜農場では賃

労働者を全く雇わない農場が800/0以上を占めている D 賃労働者壱雇用する場合

でも 7 割以上が 1~4 人雇う農場に集中している。 しかし，家族経首の多い商

業的穀1乍や肉畜農場でも，前者の850農場 (0.2%)，後者のL邑00農場 (0.3%)が

賃労働者を10人以上雇用レており，粗放的農場の中にも資本主義的経営の存在

が確認できる。

また野菜や果物・綿花など商業作物の農場では， 10人以上雇う農場の賃労働

者の平均数は25~35人 (最高は野菜農場の351人〕で， 犬規模な資本主義的経営

が存在する。

[賃金支出額] 最後に，賃労働への支出額を基準に，賃労働者の集積・集

中の状況を検討しよう o

ます由経済階層別にー農場当りの賃金支出額をみると(第

7表)， 総農場の2.80/0を占めるグラス Iの大経営は‘ 年間

一農場平均 12，800ドノレの多額の資金を賃労働に支出してお

り，グラスEは平均2.300ドノレ壱支出している。零細なグラ

九百の 200農場の支出額を合計しても， クラス I農場の平

均支出額に及ばない。年聞をつうじて，おもに賃労働に依

存して農業生産を行う資本主義的経営と，ほとんど家族労

働だけで生産を行う小経営との質的差異は明白である。 ナJ 

なみに1959年センサスによると，年間賃労働に 5万ドノレ以

上支出する資本主義的大農場は 4千， 2万ドノレ以上支出す

る大農場は 1万6干存在するヘ

次に地域別に 農場当りの支出額を比較すると (第8表)， 

第7表経済階層
別賃金支出額

戸嘉蕩冨万支
出額 ドノレ)

1 I 12，806 

1 
U 

2，293 

800 

3J3 

177 

61 

1959年センサス!
pp. 1218← 19よ
り作成ム

太平洋岸諸州が

3，200ドノレで他地域をしのいでいる。 これにつつくのが集約的な東北部(1200ド

ノレ) !:， 1相放的資本主義経営の多い山地諸州(1500"ノレ)である。ジェ 7 ・クロ

16) 1959 CanS1佑， p. 346参照。
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ぷ1関三;カ
部中西部 355 

南部 557

西心地 1，46沼

部太平洋岸 3.1841 
1959年セソサ7-，p. 351より作目。

第 101巻第2号

ッパーなど零細経営の多い南部と，家族農場の本

拠地中西部，とくに後者の支出額はきわめて少く

(355ドノレ)，太平洋岸諸州の9分の 1にすぎない。

集約的な地域と粗放的な地域の差It，エーカー当

り支出額で比較すると一層はっきりヲる。

さらに農産物別に比較すると(第9表)， 野菜や

果物など集約的な商業作物農場と粗放的な商業的

穀作や肉畜農場は好対照をなしている。野菜と果

物農場ではー農場平均各々 8，800Fノレ， 5，100ドノレ

を賃労働へ支出しているのに対し，商業的穀作と

肉畜農場の支出は各々500ドル， 550ドJレで前者の10分の 1前後にすぎない。こ

れをきちにエーカー当りで比較すると，野菜農場は47ドノレ，果物農場は37ドル

を支出しているが，商業的穀作と肉富農場はともに 1ドノレにすぎず，前者とは

全く比較にならない。 第 9表農場の型別賃金
支出額

このように賃金支出額の分析をつうじても，資 十一一←ー十一一
¥支出額支出額

本主義的大経営，とりわけ高度に集約的な商業作 ¥ぐ山常一二---.-一一
農場型¥I，1苧場 13プ

物の大経営が賃労働者を集中し，資本主義的諸関 、己 一当り

商業穀作 l 回1 I 1.14 
係を拡大している事が実証された。 I l 

商|綿花 I1，396 I 7.05 
以上でアメリカ農業の進化の方向，性格の規定引 I '，v" I 

立野菜 8，848 I 47，32 
にとって決定的に重要な賃労働の分析壱終える 作二二」こに三二二に二三

物果物 5，138 I 36.59 
が，以下のように結論壱要約できる。 … A 、 ω ー~ー

現代アメリカ農業は，レーニ Yの時代同様，農畜!酪農 I761 I同

業における資本主義的諸関係を拡大しており，大産|肉畜| 悶| 凶
1959年セシサス pp，1298-99 

内教授の見解とは逆に，年々農業生産に占める賃 より作成。

労働(~農業の資本主義化壱示す標識)の役富山U曽大している。 しかも， 賃労働

者の使用はますます大経営に集中しており，家族労働に依存する小経営との農

業生産における格差は広がる一方である。 さらに， この賃労働者の集積・集
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中は作物や地域により不均等である。とくに，集約的な商業作物を栽培し，多

数の大規模経営を有する太平洋岸諸州(とくにカリアォノレーア州)の集積・集中

と近年の成長にはめざましいものがある。今や，現代アメリカ農業は，東北部

にかわって「最先進地域」の地位を占めた太平洋岸諸州幸先頭に，資本主義的

発展の道を歩んでいる。

E 機械化の進展と集約化

前節での賃労働の分析の結果は，アメリカ農業における資本主義的諸関係の

発展と，大経営による賃労働の集積・集中の進行壱明らかにした。ところで，

近説は，機械化の進展とそれによる賃労働者の一層の駆逐を主張している。我

々の三節の分析結果E機械の使用はどうかかわっているのだろうか。本節では，

農業の集約性を示す機械および肥料を指標として分析を行う。

(1) 機械使用の増大町

アメ Hカでは南北戦争後，農業の機械化が急速vこ進行し，世紀の交代期頃ま

でには蒸気トヲグターが発明され動力源は畜力から蒸気力へ転換し始めてい

た。しかし，蒸気)Jの時代にはその利用に大きな制約があり，畜力がまだ支配

的であったが，第次大戦後のガソリ y ・トラグタ の出現は事態を一変させ

た。 I価格は蒸気機関よりもはるかに低廉になり，操作が容易になり，蒸気動

力の適用がまったく不可能な地形や作物に応用しえたからである」明。

第一次大戦後，とくに1920~30年代における農業のモーター化(motorization)

の急速な進展の事実を統計資料から確認しよう(第10表)。トラクタ は， 1910 

年の1，000台から1930年の92万台， 1950年の339万台壱へて， 1959年には475万

17) この節で機械使用について考察する際，次の2つの点について留意しておかむばならない。第
ーにa 農業機械は作物や作業内容によって技柿の発展段陪が非常に異な札機械化一般を論じる
ことはできない。第三に，農業センサスでは農業一般で共通に使用される機械j とりわけ穀物や
飼料作物の生産に使用する機械(穀物コンパイ γ，コ}ンピツカーなど〕は記揖されているが，
各作物に特有な機純一ーとれは商業作物ヒ多いーーは全く記録されていないため，機械使用の程
度を正確に把湿することはできない。
18) Harold Barger and 1:王ansH. Landsberg， AmeパncanAg仰のtltU'I'e，1899-1939; A Study 0/ 
Outp叫，Employ脚耐副fdProduc帥削 1942 馬場啓之曲山口辰六郎訳「アメリヌJ農業の成
長分析」昭和32年.174へージ。
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台と約5.000倍，自動車は1910年の 5万台から1959年の426万台へ約100倍，穀物

コンパイプは1.000台から106万台へ約1.000倍，搾乳機所有農場は50年間に1.2

第10表農業惨減使用台数 (単位 1000台〕 万農場計ら約73万農

日?官:1'1I E1ll手間宝三時需場へ叩じと驚異的
1 。 50 

1920 246 139 2140 

1930 920 900 4135 

1940 1567 1047 4144 

1950 3394 2207 4199 

1955 4345 2701 4258 

1959 4750 306日 4260 

1 

4 10 

01 50 

l自日 110 

714 456 

980 688 

1060 760 

12 

55 

100 

175 

636 

712 

725 

な発展を示している。

ここにみられるとお

り，最近数十年間，

アメリカ農業は全般

的に機械化が進展し，

Ag剛山叫alSta帥 t悶，1959，pp. 444-445， T曲 le臼2-646 二且昭 農業生産における機
メリカ農業の構造J p_ 44， 6査より作成。

(1) ガーデン トラクターは除し (2) この項のみ所有農場設。 械の役割は専すます

大きくなっている。

〔経済階層別 1959年セ yサスが機械化について示す最も特徴的なことは，

その進展過程で機械の集積・集中が進んでいるととである。まず第11表で，経

済階層別にこの点、の状況壱みてお 第11表農業機繊の経済階層別分布

こう。農場総数ω8.5%を占めるク てごプ下ラクタ賓扇面寸棄扇古「事事日
¥¥.1- 叫動車しイン 取機

ヲス 1• IIの大経営が， トブクタ

一総台数のちょうど20%. 貨物自

動車や穀物コ γバイ νの20%前後

を使用している。牧草刈取機の場

合は 3割主でが少数のグラス I

E農場に集中している。他方，販

売額250日ドノレ未満の 44%の農場

(クラスvlおよびその他の農場)は，

総農場 100.0 100.0 100.0 

84 9.8 6.5 

E 11.6 11.1 12_8 

E 21.7 18.8 27.4 

N 22.8 19.4 28.1 

V 15.2 14.3 15.0 

百 4.4 5.5 2.9 

農その他場 15.8 21.1 7.6 

1959年センサス， pp. 1214-15より作成ロ
(1) ガーデン トラクターは除〈。

100.0 

10.7 

19.0 

33.6 

23.8 

8.4 

1.2 

3.3 

トラクター総台数の2割，穀物コンバインにいたっては1割を使用しているに

すぎず，少数の大経営への農業機械の集中が進んでいる。

しかし，さらに立ち入って検討すると，機械化の程度は地域や農産物により，
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また農作業の種類によって大きく異なっていることがわかる。最も早くから，

しかも完全な機械化が進んでいるのは，アメリカ穀倉地帯における摘種および

刈取作業の分野である。とりわけ，小麦その他穀物の単一栽培壱行っているグ

レート・プレイン(GreatPlains)の広し、，平坦な地帯は農業機械の導入に理想

的である。現在では，小麦その他の穀物やとうもろこし，乾草などの飼料作物

は，機械でほとんど全生産工程壱処理するととが可能である。他方，野業や果

物・綿花・タバコなど商業的な作物においては，機械化は一部の工程に限られて

いる問。農業では機械の発展段階は作物によって著しく異なっているのである。

[地域別〕 この点について，セγサス資料で地域別Iに農業機械の分布を比

較しよう(第12表)。一見してわかるように，中西部(農場総数の39%)が圧倒的

に機械を利用している。コ-:-' .ベノレトとウィート・ベノレトを含むこの地域は，

トラクター総台数 (468.8万台)の53%，穀物コ Yパイン (104.2万台)の70%，コ

-/'・ピッカー (79.2万台)の84%を集中している。また搾乳機を所有している

農場 (66.6万農場)も 6割

以上がこの地域にある ι

中西部についで機械化の

進んでし、るのは，商業的

農業の進んでいる東北部

と西部のL地域である。

前者(農場総数の6.8'?'0)は

トヲクターの 80/0，搾乳

機所有農場の16%，後者

第12表機械台数の地域別分布

孟耳明7Z引鍵白|要?;Y127Z二|襲撃官
合衆国 1100.0 1 1∞o 1 100.0 1 1∞o 1 100.0 
北|東北部 7.9 I 7.7 4.7 I 3.9 I 16.1 
部|中西部 I52.6 I 38.7 I 69.9 I S3.7 I 62.8 

南部 1 28.1 136.9 I 17.2 11.1 I 12.4 

2出品目 ;;;;l:;lz
1959年セソサス.pp. 211-219より作成ロ
。) ガーデンートラクタ を除¥. 臼) この項のみ所有農場数。

u農場総数の9.2t;;も〕は， トラグターの11%，貨物向動車の15C;;るを集中している。

零細経営の多い南部は最も機械化が遅れており， 農場数(農場総数の 44%)の

わりに機械は少ない。トラクターの28%，ヨンバイ Yの17%，コーン・ピヅカ

ーの11%を集中しているにすぎず，南部の約半数の農場はトラクターを全く所

19) パーガ z テンスバーグ前串訳， 186-187へジ。
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有していない。

機械化の進展の相違は，農場の型別に比較すると一層はっきりする判。生産

工程が比較的単純で機械化の容易な穀物や飼料作物の生産において機械の利用

はもっとも進んでおり，商業的穀作・肉畜および酪農の三つの型の農場が農業

機械の犬部分を使用している o すなわち，農場総数の約4割を占めるこの三つ

の型の農場が， トヲグター総台数の69%，貨物自動車の62%，穀物ョンパイ j

やコ-:/・ピーッカーの円割以上を使用している。他方，生産工程の複雑な商

業作物においては，その使用に技術的な限界がある n

ここまでの分析では，賃労働者の使用が少なし機械化のもっとも進んでい

る穀倉地帯=中西部をアメリカ農業の最先進地域と規定し，機械化の進展は賃

労働者を駆逐するとし寸最近の見解が， 一見， 正しいように思われる。 しか

し，地域や農場の型ごとに機械の集積・集中の状況を検討すると，事態は一変

する2九

まず第13表で， トラクターの所有台数別に各地域を比較する。穀倉地帯の中

西部では87%の農場がトラクターを所有しており，機械がもっとも普及してい

る。しかし， 5台以上所有する大経営は，わずか1.7%であって，総台数の 60/0

壱所有しているにすぎず，他方， 1~2 台所有の農場が全体の67%とし寸多数

を占めている。これに対して，農業の資本主義化がもっとも広範に進んでいる

太平洋岸諸州では 5台以上所有する4.1%の農場が，総台数の22%壱， 4台以

上所有する7.2%の農場が31%以上を集中している。太平洋岸諸州についでトラ

クターの集積・集中が進んでし、るのは，粗放的大経営の多い山地諸州で， 5台以

上所有する4五%の農場が17%のトヲグター壱集中しており，生数の人;フaランテ

-':/'3:，-'のある南部や集約的な東北部がこれにつづいている。川別にみると，

集約的・商業的農業のさかんなカリフォノレ=ア州とフロリダ州ではトラグター

壱5台以ト所有する農場が，各々トラクタ 総台数の32%，23%を集中し，かつ

20) 1{)5{) C四 .su:s， pp. 1292-95 
21) ここではアメリヵ農業で最も--JI茸的に利用されているトラグタ を例にとる。
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第13表各地域における農場とトラグターの所有台数別分布

トラグ lトラクター一…クター数
員¥¥ 総数I0台ト2ill 3台 I4台 lzf

21世間11
合衆国

トラグタ 数

グター数 100.0 1 --I 60.1 I 21.6 I 9.5 I 8.8 

14.2 3.7 1.7 
部中西部

トラクタ一重立 25.2 8.8 5.8 

農場数 100.0 47.6 46.8 3.2 
南 部 a・・・'..

トラクター数 1口0.0 71.3 12.1 6.0 I 10.6 

農場数 100.0 20'0 56.4 13.4 5.6 4.6 
西山地 ー-----・ 国 Fー・・一. 圃ー】・』

トラグタ 数 100.0 46.8 23.1 12.9 17.2 

農場数 100.0 29.6 55.9 7.3 
部太平洋岸

トラグター数 100.0 52.8 15.8 

1959年センサス.pp. 216-17より作成。

てのプランテーγ ョ γ農場の中心地ミS/'/.yピー州でも240/0を集中している。

〔農場の型別〕 大経蛍によるトラクターの集積・集中は，農場の型別に検

討すると一層明白である(第14表)。粗放的な商業的穀作と肉畜両農場では87-

930/0の農場がトラグターを所有していて，一般に機械が普及している。しかし，

その集積・集中度は低く 5台以上所有する農場(前者で3.3<Jも，後者で2.4%)の

所有比率は，それぞれ総台数の10%弱， 8 %にすぎなし、。これに対して，商業

作物，とりわ付高度に集約的な野菜，果物両農場や，大フ.ラ γテ-V!1γをも

っ綿花農場では，大経蛍によるトラクタ の集積・集中が著しい。野菜農場は，

5台以上所有する農場が1割以上 (12.3lJも)もあり，この階層がトヲグター総台

数の42'10を集中している。さらに， 4台以上所有する約2割の野菜農場が総台

数の半数以上(日刊〉を集中している。野草壁農場につぐのは， 綿花・果物農場
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第14表農場の型による農場とトラクターの所有台数別分布

iJ トラクター壱使用する農場とトラグタ 数

総数 I0台|円台I3台[4台(日

農場数 1日0.0% 6.5 65.7 18.8 5.7 3.3 
商業穀作

トラクタ←数 1口8.0 51.6 27.4 11.2 9.8 

農場数 45.5 6.0 

トフクタ一散 100.0 51.8 15.4 9υ23.8 

業 農場数 50.3 14.3 7.3 I 12.3 
野菜

作 トラグター数 100.0 ♀9.1 17.2 11.7 I 42.0 

100.0 22.9 61.0 8.7 3.3 4.1 
果物
トラクター数 100.0 54.3 17.3 8.9 195 

農場数 1000 7.7 70.8 16.3 4.2 1.7 
畜酪農

トラクター数 100.0 59.5 26.3 8.9 53 

農場数 100.0 12.8 65.1 15.2 4.5 2.4 
産肉沓

トラクタ 数 100.0 55.9 25.7 10.2 8.2 

1959年セγサス p. 1277より作成。

で 5 台以上所有する農場総台数の19~240/0 を集中している。

トラグターの所有台数別に分類した二つの表からえられる結論はこうである。

大内教授が最先進地域と規定した中西部の穀倉地帯では，農業機械は最も普及

しており，使用台数は非常に多い。しかし，機械の大部分は 1~2 台の機械を

所有する小経営に分散しており，大経営による機械の集積・集中はあまり進ん

でいない。他方，商業作物は，農作業の単純な穀物や飼料生産にくらべて，一

般に機械化が技術的に困難であるが，大経営による機械の集積・集中は強力に

進行している。

以上で農業の集約性を示す機械の分析を終えるが，結論は次のように要約で

きる。

最近数十年間の農業機械のたゆみない前進を前に，大内教授は作物により異
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なる機械化の発展段階と機械の普及程度にだけ注目し，中西部の穀物生産がア

メリカ農業の「標本」であり，今後，アメリカ農業全体が進むべき方向である

と主張される。しかし，この過程で同時に進行する農業機械の集積・集中とい

う面からみると，粗放的な飼料や穀物のそれはきわめて弱く，集約的・商業的

作物の方がはるかに顕著である。前節で実証ずみの賃労働を大経営に集積・集

中する商業的作物は，機械においても辰も集積・集中がu、ちじるしい。とくに，

近年，農業生産の急速に成長している太平洋岸諸州は，賃労働においても，機

械においても，集積・集中がもっとも顕著であり，少数の大経営は両者を最大

限活用し，資本主義的発展の道壱歩んでいる。現代アメリカ農業では賃労働者

と機械の使用は互に排除しあうものでなく.大経営では両者の集積・集中は同

時に進行しており，アメリカ農業の発展につれて，両者の果す役割はともにま

すます重要になってきている。現代農業では，機械は一般に資本主義的に使用

されているのであれ機械化の進展とともに，農業の資本主義的諸関係はます

ます拡大しているのである o

(2) 肥料使用の増大

機械とともに農業の集約性を正確に表現するる肥料の分析にうつろう。

肥料，とくに購入肥料の使用量の増加は，近年いちじるしい。半世紀間 (1910

-1960年)に555万トンから2，532万ト Yへ約5倍化， 最近28年間でも約3倍半

増加しており汽アメリカの農業生産全体の集約化，単位面積当りの肥料投入

量の急速な増加を示している o

〔経済階層別〕 まず経済階層別に肥料使用量壱考察すると(第15表)，グラ

ス 1• IIの大経営(総農場の8.5'(0)が総使用量の370/0を，とくにわずか2.80/0のク

スヲス I農場が総量の 2割以上を使用している。他方，総農場の6割以上を占

めるグヲ只V以下の零細農場は総量の4分の lしか使用していなし、。ー農場当

りの投入量でもクラス Iは57ト:/， グラ l̂lは20トユノで零細農場の使用量とは

雲泥の差がある。

22) 二見昭前損害 44ページ，第7喪@
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〔地域別〕 ついで， 地域別に肥料使用量を比較すると(第16表)，ー農場当

第15表，経済階層別肥
料使用量

市寵(宵分比
総農場 8.3 ト Y 100.0 

56.5 21.4 

E 19.7 15.8 

E 11.7 21.5 

百 7.5 17.6 

V 5.3 11.4 

VI 3.1 3.8 

その他場
の農 2.6 8.4 

1959年セン十ス;pp.1216 
1217より作成。

第16表地域別肥料使用量 りの使用量では商業

地下?肥料 量
作物の多い太平洋岸

当一 諸州 (16.1トン)が他
カ当り

合衆国[ 8.¥t[ 297ド を凌いでいる。集約
北東北部| 岨9 的な東北部 (9.8トン)

204 と，綿花・タバコ・

南 部| 407 野菜・果物など肥料

西山地 1 205 を大量に投ずる作物

部太平静| 316 の多い大西洋岸南部

1場り95作お9年成よ。セび使ン(1)サ用たス面だ積，しpの'p平肥3均2料8。世29用農よ
諸州(11.0トン)がこ

れにつづいている。

州別にみると，集約的作物の多いフロリダ (31.8トン)，カリフォルユ7 (22.9ト

ン)と，都市近郊のエ晶一・ジャージー (22.3トン)の諸州で大量に使用されて

いる。次に，エーカー当りについてみると，大西洋岸南部諸州 (568ポンド)と

東北部 (489ポンド)での肥料使用は最も資本集約的である。粗放的大経営Q)多

い山地諾州では，一農場当りの使用量は多いが，エーカー当りでは非常に少な

い。他方，粗放的でしかも小規模な家族経営の多い中西部では，一農場当りで

も (7.5トン)，エーカー当りでも (204ポンド)，使用量はきわめて少ない。 とく

に，中部北西諸州ではエ カー当り 150ポγ ドと全国最低である。

L農場の型JjlJJ 最後に，農場の型別に比較すると，肥料使用量の諸特徴が

一層顕著に示される(第17表)。高度に集約的な野菜・果物農場では，一農場平

均20~36 トン，ユーカー当りでは738~749ポンドの肥料を使用し，完全に他の

農産物を圧倒している。粗放的な商業的穀作や肉畜農場ではs エーカー当りの

肥料使用量は185~215ポソドにすぎず，高度に集約的な農場3 とくに野菜農場

勾3分の 1にもみたない。

肥料にかんする以上の分析から明らかなように，肥料使用量は年々増加して
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おり，農業生産は全体ζ してますます集約的に発

展している。と〈に，最近急速に成長している商

業作物は最も大量に肥料を使用しており，商菜作

物の資本集約的な特徴を浮き彫りにしている o ま

た，賃労働を大量に集積してu、る資本主義的経営

に，肥料の使用は集中しており，集約的な指標と

して先に検討した機械と同様の傾向をもつことが

確認できる。




